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会長賞 放射性物質汚染土壌の効率的な浄化・減容化システムの開発 清水建設株式会社

業績の概要   

除染事業において汚染土壌等を保管する中間貯蔵施設の建設には広大な

施設用地と莫大な建設費用が必要となるため，膨大な量の汚染土壌等を効率

的に減容化する技術が強く望まれている。 

このため，放射性物質汚染土壌の効率

的な浄化・減容化と濃縮残渣処理の自動

化が可能な新しい洗浄技術を開発した。本

技術により，(a)汚染土壌を公共工事にお

いて土木資材(砂)として活用できる洗浄土

とし，図-1 に示すように中間貯蔵施設への

搬出量を大幅に低減すること，(b)放射線に

対する安全確保のため作業員の被曝線量

を大幅に低減することが可能となる。 

業績の特徴   

<開発システムの概要> 
重金属等を対象にした経験豊富な洗浄技術を基に，放射

性 Cs を対象とした(1)スクラビング・フローテーション技術と(2)

濃縮残渣処理の自動化技術を加えて，図-2 に示すような放

射性物質汚染土壌の効率的な浄化・減容化と被曝線量の

低減化による放射線に対する安全確保が可能な｢放射性物

質汚染土壌の浄化・減容化システム」全体を完成した。 

<開発システムの特⻑> 
(1)スクラビング・フローテーション技術では 90%以上の放射

性 Cs 除去率と 80%以上の土壌減容率を両立させるという高

い性能を実現できる。 

(2)濃縮残渣処理では自動化技術によって作業員の被曝線

量を自動化前の 14%まで大幅に低減することが可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-2  スクラビング・フローテーションと濃縮残渣処理の⾃動化※ 
※ 環境省の除染技術実証事業(平成 24 年度)で技術を実証 
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写真-1 浄化・減容化技術の実証試験プラント※  

図-2  開発した放射性物質汚染⼟壌の浄化・減容化システム 

図-1  放射性物質汚染⼟壌の 
減容化の当社試算例 
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